
森林路網における最も経済的な崩壊対策はどれ？
～費用便益分析による崩壊対策の最適化～
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研究テーマ：林内路網の維持管理と経済性

研究の流れ

Step１：重要地点（便益の大きい箇所）の把握

Step２：費用便益比の計算

 崩壊危険箇所の対策＝集材費の縮減効果と定義

 40年間での集材費縮減効果の現在価値を算出
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40年間での崩壊回数（事前対策が無い場合）
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課題

 崩壊の危険箇所を通らざるを得ない林内路網の管

理では長期的に見てどのような対応策が経済的？

方法

 厚真町有林での既設路網を事例とし、費用便益

分析による経済的な最適対策内容を検討

成果

 事前の崩壊対策の適切な設置で、長期的な崩壊対

策経費を大幅に削減できる可能性を定量的に提示

✓ 土場近傍の危険箇所の便益が大きい：土場に接

続する作業道が少なく当該箇所を回避出来ない

✓ 土場や林業専用道の配置の工夫で集材経路を分

散化：路網崩壊による集材への影響を低減可
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 対策に①原形復旧、②暗渠工、③洗い越し工を比較

 費用便益比（便益/費用の現在価値、以下B/C）で評価

崩壊数毎の

対策費

対策毎の
B/Cを比較
※B/C>1で対
策実施が妥当

✓ 崩壊対策での便益が対策費用以下の箇所では、

路網敷設時に崩壊危険箇所の回避が特に重要

✓ 崩壊頻度・地形（斜度等）に応じた事前対策の

適切な導入で長期的な維持管理費が削減可能
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※対策に係る土工・費用単価は、北海道（2019）造林事
業標準単価（森林作業道関係分）を基にした

崩壊で集材距離が
1.6kmも延長！
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Step０

※崩壊危険箇所は関連研究「林内路網における切土・盛土の
り面崩壊・路面侵食の発生条件」(佐藤ら:p.23)等から推定
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道総研

(カラマツ)

※年平均集材材積=各林分の材積(㎥)／40(年)

57林分(平均面積2.9ha)
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